
人
の
動
き

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

鈴
　
木
　
　
　
悟
　
　（
椿
　
台
）

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
　
喜
　
一

山
　
崎
　
　
典
　
康
　（
八
森
１
）

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
　
巳
喜
男

山
　
谷
　
昌
　
則
　（
目
名
潟
）

　
　
　
　
　
　
　
亡
　
母
　
キ
サ

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む
　
ぎ

武
　
田
　
　
紬
　
希
　（
八
森
３
）

　
　
　
　【
賢
龍
・
絵
里
　
長
女
】

長
　
岡
　
鉄
　
彦
（
65
）
中
　
浜

芹
　
田
　
サ
　
ヨ
（
101
）
岩
　
子

千
　
葉
　
良
　
一
（
74
）
畑
　
谷

金
　
平
　
市
　
藏
（
94
）
大
信
田

高
　
崎
　
政
　
雄
（
98
）
八
森
３

加
賀
谷
　
レ
　
子
（
93
）
横
　
間

菊
　
地
　
マ
ツ
ヱ
（
89
）
岩
館
１

櫻
　
田
　
ツ
　
ナ
（
94
）
八
森
３

畠
　
山
　
利
　
雄
（
90
）
横
　
間

川
　
尻
　
政
太
郎
（
99
）
水
沢
上

〒018-2621 秋田県山本郡八峰町八森字茶の沢141－7
TEL・FAX 0185－74－5678

首、肩、腰、膝などの痛み、産後の骨盤矯正、児童の側弯症、
他、あなたの気になるその痛み何でもお気軽にご相談下さい。
歩けない方、車の無い方、出張承ります。

https://www.steuer-hata.com

〒016-0804　能代市万町2-20 TKビル1F

俺の姿を見てくれ
誰も俺の存在には気づかないが
今日も俺はじっと頑張っている。そう、俺は「境界」。
行き交う人々の姿を見ながら、人様の権利をしっかりと見守る
暑かろうが寒かろうが、与えられたポジションから
「絶対に離れない」こと。「決して動かない」こと。
それが俺の使命。

■
人
口 

６
，０
８
２
人
（
４
人
減
）

　
●
男 

２
，８
７
２
人
（
３
人
減
）

　
●
女 

３
，２
１
０
人
（
１
人
減
）

■
異
動
内
訳

　
●
出
生 

１
人

　
●
死
亡 

13
人

　
●
転
入 

８
人

　
●
転
出 

０
人

■
世
帯
数

　
　
２
，９
３
３
世
帯
（
８
世
帯
増
）

（
　 

）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　
こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

 

（
外
国
人
を
含
む
）

（
１
月
31
日
現
在
）

　
広
報
は
っ
ぽ
う
２
月
号
19
ペ
ー

ジ
の
中
で
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
と

と
も
に
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　寄
附
が
あ
り
ま
し
た

【
誤
】
株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
エ
ス

　
代
表
取
締
役
社
長
　
法
貫
　
敬

【
正
】
株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
エ
ス

　
代
表
取
締
役
社
長
　
法
貴
　
敬

訂
正
と
お
詫
び

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

（敬称略）
1月

こ
ん
に
ち
は 

赤
ち
ゃ
ん

お 

く 

や 

み

はぴ
はぽ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋

　
こ
ん
に
ち
は
、
山
田
菜
々
子
で
す
。
３
月

で
協
力
隊
退
任
に
な
る
た
め
、
こ
れ
が
最
後

の
協
力
隊
の
部
屋
で
す
。
２
年
７
ヶ
月
の
活

動
を
、
ぱ
ー
っ
と
振
り
返
る
の
で
お
付
き
合

い
く
だ
さ
い
。

　
１
年
目
は
、
町
の
生
薬
（
キ
キ
ョ
ウ
、
カ

ミ
ツ
レ
）
に
つ
い
て
学
び
、
作
業
に
も
携
わ

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す
る

こ
と
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
で
、
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
し
た
。

　
２
年
目
は
、
仲
間
と
の
お
野
菜
づ
く
り
を

通
し
て
、
農
業
に
つ
い
て
自
ら
体
験
し
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
作
っ
た
「
や
っ
ほ
〜fa

rm

」

を
法
人
化
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
も
２
年
目

で
し
た
。
ま
た
、
町
の
み
な
さ
ん
や
、
他
の

地
域
の
協
力
隊
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
広
げ

て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
３
年
目
は
、
法
人
化
に
向
け
て
の
準
備
に

多
く
の
時
間
を
使
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
協
力
し
て
も
ら

い
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
広
報
が
、
み

な
さ
ん
の
手
に
届
く
こ
ろ
に
は
「
合
同
会
社

や
っ
ほ
〜fa

rm

」
と
な
っ
て
い
る
予
定
で

す
。

　
協
力
隊
の
業
務
の
な
か
で
、
１
番
楽
し
く

て
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
峰
浜
小
の
み

ん
な
が
、
課
外
授
業
で
カ
ミ
ツ
レ
の
摘
み
取

り
体
験
や
、
梨
の
作
業
の
お
勉
強
に
来
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。
明
る
い
笑
い
声
や
、
子
ど

も
ら
し
い
無
邪
気
な
姿
に
、
た
く
さ
ん
の
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
と
っ
て
も
か
わ
い
く

て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
わ
た
し
に
で

き
る
こ
と
は
何
が
あ
る
だ
ろ
う
と
、
そ
の
時

か
ら
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
幸
い
な
こ
と
に
、
や
っ
ほ
〜fa

rm

の
仲

間
達
も
同
じ
考
え
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
協
力
隊
卒
業
後
、
や
っ
ほ
〜fa

rm

と

し
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
を
濃

く
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
八
峰
町
に
移
住
し
て
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

今
後
も
八
峰
町
に
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ず

お
話
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
わ
た

し
も
今
ま
で
通
り
話
し
か
け
ま
す
。
２
年
７

ヶ
月
、
活
動
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
、
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

　２月も後半、まだまだ肌寒い日が続いていますが、
桜前線のニュースが聞かれるようになり、少しずつで
すが、確実に春は近付いているようです。八峰町の小・
中学校では、卒業や学年末を控えた忙しい毎日だと思
います。
　１月30日（木）、八峰中学校の２年生と、コミスクの
委員、地域住民の皆さんとの懇談会「地域と八峰中生
が取り組む地域貢献」を開催しました。懇談会には、
委員の他、地域おこし協力隊、ことぶき大学、スポー
ツ推進委員の方々など、18名の大人が参加してくださ
いました。
　２年生が考える地域貢献の案に、地域の皆
さんが、それぞれの視点や立場で意見やアイ
ディアを加えながら、グループごとに実行し
たい地域貢献活動を考えました。最初は緊張
の表情を見せていた２年生も、地域の方々の
声かけのおかげで、和やかな雰囲気の中で意
見交換が進められました。

　全体発表では、「お年寄り家庭を訪問してのがっこ
茶っこ」「盆踊り」「全世代交流会」「町民運動会」など、
地域や世代間の交流を考えた案や、「町の魅力をＳＮＳ
等で配信する」など、発信を考えた案が発表されまし
た。八峰中学校では、今回話し合われた活動案を、新
年度生徒会活動の参考にしてくれるそうです。
　学校運営協議会の委員の皆さんからは、以前から
「子どもたちと話し合う機会があれば」という要望が
ありました。今回のように地域の大人と中学生が、町
を話題に一緒に話し合うことは、コミュニティ・スク
ールではおそらく初めての機会でした。これからもこ
のような機会を設けることができれば、学校と地域と
の距離がますます近くなると思います。
　話し合う機会を作ってくださった八峰中２年生の皆
さん、貴重な意見を話してくださった地域の皆さんに
感謝申し上げます。

第92回

～地域と八峰中生が考える地域貢献～
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